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概要

取引の流れ（通常版）

電子記録債権取引の流れには、①承認対象業務、②承認不要業務と、③承諾対象業務の３種類があります。

①承認対象業務

請求側の担当者による仮登録と、請求側の承認者による承認の２段階の確認を経て実行する業務のことです。

②承認不要業務

担当者／承認者の区別がなく、ユーザ単独で実行できる業務のことです。

③承諾対象業務

承認対象業務において承認を経た後、被請求側の担当者による承諾／否認の仮登録と、被請求側の承認者による承

諾／否認の承認を経て実行する業務のことです。

1. 承認対象業務の流れ

手順としては請求側の担当者が仮登録を行い、その後、請求側の承認者が仮登録内容の承認を行います。

記録請求・融資申込(割引申込、譲渡担保申込)・その他請求・管理業務(指定許可管理)が、承認対象業務に該当します。 
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2. 承認不要業務の流れ

手順としてはユーザが単独で行います。

債権情報照会(開示)・融資申込(照会)・管理業務(取引履歴照会、操作履歴照会、取引先管理、利用者情報照会、ユーザ情

報管理)は承認不要業務に該当します。 

3. 承諾対象業務の流れ

手順としては承認対象業務の承認を経た後、被請求者側の担当者が仮登録を行い、その後、被請求者側の承認者が仮登

録内容の承認を行います。

債権発生請求(債権者請求)・変更記録・保証記録・支払等記録(支払を行ったことによる記録請求)が、承諾対象業務に該当

します。 
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初回利用登録（マスターユーザ）

マスターユーザの初回利用時の流れ
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初回利用登録（一般ユーザ）

一般ユーザの初回利用時の流れ

先にマスターユーザが「あしぎん法人インターネットバンキング」・「〈あしぎん〉でんさいサービス」にて一般ユーザの登

録を行います。その後、一般ユーザの利用が可能となります。 
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通常版

ユーザはマスターユーザと一般ユーザの2種類存在します。

ユーザの種類 説明

マスターユーザ 自分自身を含めた全てのユーザを管理することができるユーザ。

一般ユーザ マスターユーザによって管理され、業務権限が付与されたユーザ。

ユーザ権限

マスターユーザと一般ユーザの権限について

ユーザ種別
管理対象 

ユーザ 

実施可能取引

ユーザ 

登録 

ユーザ変更

ユーザ 

削除 

ユーザ 

照会 

承認 

パスワード 

変更 

(自分自身) 

ユーザ 

権限 

承認 

パスワード 

初期化 

マスターユーザ

自分自身 ○※1 ○ × × ○ ○

他のマスター 

ユーザ 
○※2 ○ ○ ○※2 ○ -

一般ユーザ ○※2 ○ ○ ○※2 ○ -

一般ユーザ 自分自身 ○※1 × × × × ○
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ユーザの初期状態

ユーザが初期状態で保有している利用可能な取引です。削除することはできません。

ユーザの種類 利用可能な取引

マスターユーザ

・ユーザの変更 

・ユーザの更新 

・ユーザの照会 

・承認パスワード初期化 

・企業情報の変更 

全ユーザ 

(マスターユーザ、一般ユーザ) 

・自分自身の承認パスワード変更 

・自分自身の操作履歴照会 

・取引先照会 

・通知情報照会 

・一括記録(結果一覧照会)※3 

・企業情報の照会 

承認不要業務

担当者と承認者の区別がなく、承認の必要の無い取引です。

業務 利用可能な取引

利用者情報照会 利用者情報照会

取引先管理
取引先管理(登録／変更／削除) 

取引先管理(ファイル登録) 

取引履歴照会 取引履歴照会

操作履歴照会※4 操作履歴照会

債権照会(開示)
開示(およびダウンロード) 

受取債権／入金予定／支払予定の確認 

融資申込 融資申込照会※6※7
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承認対象業務

対象業務の担当者権限を保有した場合、その取引の仮登録を行うことができます。 

対象業務の承認者権限を保有した場合、その取引の仮登録を承認することができます。 

業務 利用可能な取引

記録請求

・債権発生請求(債務者請求) 

・債権発生請求(債権者請求) 

・債権譲渡請求 

・分割記録請求 

・債権一括請求 

・債権一括予約取消請求 

・変更記録請求 

・保証記録請求 

・支払等記録請求 

・取引先管理(登録／変更／削除)※5※7 

・取引先管理(ファイル登録)※5※7 

・承認未承認状況一覧※7 

・限度額一覧照会※8 

融資申込

・割引申込 

・譲渡担保申込 

・融資申込照会※7 

・承認未承認状況一覧※7 

・限度額一覧照会※8 

指定許可管理
・指定許可管理(登録／変更／解除) 

・承認未承認状況一覧※7 

担当者権限／承認者権限

担当者／承認者 説明

担当者権限 電子記録債権の取引を仮登録または差戻しされた取引を修正／削除する権限

承認者権限 担当者が行った仮登録を、承認／差戻しする権限

※1 ログインすることで、『でんさいサービス』上に自分自身の情報を登録します。 

※2 マスターユーザがユーザ情報の更新を行うことで、『でんさいサービス』上のユーザ情報を登録／削除します。 

※3 口座権限が必要となります。 

※4 自分自身の操作履歴照会の場合、権限は不要です。 

※5 記録請求権限が付与された場合、取引先管理も利用可能になります。 

※6 割引業務、譲渡担保業務のどちらかを保有していれば、利用可能になります。 

※7 担当者権限／承認者権限に関係なく、利用可能です。 

※8 承認者権限を保有している場合のみ、利用可能です。 
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概要

取引の流れ（簡易版）

初回利用登録（マスターユーザ）

マスターユーザの初回利用時の流れ
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初回利用登録（一般ユーザ）

一般ユーザの初回利用時の流れ

先にマスターユーザが「あしぎん法人インターネットバンキング」・「〈あしぎん〉でんさいサービス」にて一般ユーザの登

録を行います。その後、一般ユーザの利用が可能となります。 
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1 ［サービス連携］メニューをクリックしてください。

「業務選択」画面が表示されますので、［でんさい取引へ］ボタンをクリックしてください。 

2 「メニュー選択」画面が表示されます。

［通常メニューへ］ボタンをクリックしてください。 

初期設定（マスターユーザ編）

「あしぎん法人インターネットバンキング」へログイン後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」へのログインを行います。

ログイン（〈あしぎん〉でんさいサービス）

通常版
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3 「承認パスワード変更」画面が表示されます。

承認パスワード（2ヵ所）を設定し、［実行］ボタンをクリックしてください。 

承認パスワードは、お客さまが任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。 

・英字は大文字と小文字を区別します。 

［ソフトウェアキーボードを開く］ボタンをクリックすると、画面上に文字ボタンを表示させ、マウス操作によりパスワードを入

力することができます。
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4 「トップ」画面が表示されます。
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1 ［サービス連携］メニューをクリックしてください。

「業務選択」画面が表示されますので、［電子記録債権へ（納入企業向け簡易版）へ］ボタンをクリックしてください。 

2 「メニュー選択」画面が表示されます。

［簡易メニューへ］ボタンをクリックしてください。 

初期設定（マスターユーザ編）

「あしぎん法人インターネットバンキング」へログイン後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」へのログインを行います。

ログイン（〈あしぎん〉でんさいサービス）

簡易版
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3 「承認パスワード変更」画面が表示されます。

承認パスワード（2箇所）を設定し、［実行］ボタンをクリックしてください。 

4 「追加ユーザ一覧」画面が表示されます。

権限を設定するユーザの［設定］ボタンをクリックしてください。

※追加ユーザが存在しない場合、本画面は表示されません。手順[7]へお進みください。 

承認パスワードは、お客様が任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。 

・英字は大文字と小文字を区別します。 

［ソフトウェアキーボードを開く］ボタンをクリックすると、画面上に文字ボタンを表示させ、マウス操作によりパスワードを入

力することができます。

［トップへ］ボタンをクリックすると、業務権限、口座権限設定を終了することができます。

権限の未設定のユーザが存在する場合、確認ダイアログが表示されます。
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5 「権限設定」画面が表示されます。

ユーザに業務権限、口座権限を設定し、［設定内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 
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「利用権限」、「担当者権限」、「承認者権限」すべての業務権限を一括で設定する場合、「全ての業務権限を設定する」に

チェックを入れてください。

［詳細設定］ボタンをクリックすると、各権限を個別に設定することができます。

■権限リスト（承認不要業務） 

承認不要業務の権限を設定します。

設定する業務にチェックを入れてください。 

■権限リスト（承認対象業務） 

承認対象業務の権限を設定します。

設定する業務の担当者または承認者にチェックを入れてください。 

担当者権限とは、でんさいの取引を仮登録または差戻しされた取引を修正／削除する権限です。 

承認者権限とは、担当者が行った仮登録を、承認／差戻し（削除）する権限です。 

※担当者と承認者の双方に権限を設定することも可能です。 

■初期承認パスワード 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。 

・英字は大文字と小文字を区別します。 

■口座権限リスト 

口座権限を設定します。

設定する口座のチェックボックスにチェックを入れてください。 

■その他設定 

取引金額の上限設定をする場合は、通常メニューより設定してください。 
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6 「権限設定確認」画面が表示されます。

設定した権限情報をご確認のうえ、確認用承認パスワードを入力し、［実行］ボタンをクリックしてください。
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7 「権限設定完了」画面が表示されます。

［トップへ］ボタンをクリックしてください。 

［トップへ］ボタンをクリックすると、権限の未設定のユーザが存在する場合、確認ダイアログが表示されます。

［追加ユーザ一覧へ］ボタンをクリックすると、追加ユーザ一覧に戻ることができます。
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8 「トップ（納入企業向け）」画面が表示されます。
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初期設定（一般ユーザ編）

「あしぎん法人インターネットバンキング」へログイン後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」へのログインを行います。

ログイン（〈あしぎん〉でんさいサービス）

※マスターユーザにて、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側の一般ユーザ設定を行っていない場合は、下記の通りとなります。

状況に応じて、マスターユーザに登録作業等をご依頼ください。

 ≪一般ユーザの初回ログイン時（トラブル事例）≫

トラブル事例 対処要領

「あしぎん法人インターネットバンキ

ング」側で「〈あしぎん〉でんさいサー

ビス」連携用ボタンが表示されない

ため、ログインできない

「あしぎん法人インターネットバンキング」（BizSOL）で一般ユーザの「〈あしぎん〉で

んさいサービス」利用者権限が設定されていません。マスターユーザに「あしぎん

法人インターネットバンキング」の「〈あしぎん〉でんさいサービス」利用者権限設定

をご依頼ください。

「〈あしぎん〉でんさいサービス」連携

用ボタンをクリックした際に、エラー

となる

マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側で『ユーザ情報の追加・更

新』が実施されておりません。

マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさいサービス」側の、『ユーザ情報の追加・更新』

をご依頼ください。

ログインや照会関係は実施できる

が、業務操作ができない。

マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側で『ユーザ情報の変更』が

実施されておりません。マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさいサービス」側の、

『ユーザ情報の変更』をご依頼ください。

承認パスワード変更画面がでない 

承認権限が付与されていないためです。

※本来、承認権限があるはずの場合は、マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でん

さいサービス」側で『ユーザ情報の変更』にて、承認業務の権限設定がされてい

ない可能性があります。マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさいサービス」のユー

ザ情報管理にて、権限情報の確認をご依頼ください。
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1 ［サービス連携］メニューをクリックしてください。

「業務選択」画面が表示されますので、［でんさい取引へ］ボタンをクリックしてください。 

2 「メニュー選択」画面が表示されます。

［通常メニューへ］ボタンをクリックしてください。 

3 「承認パスワード変更」画面が表示されます。

承認パスワード（2ヵ所）を設定し、［実行］ボタンをクリックしてください。

※承認権限が付与された場合に、初めてログインする際に表示されます。表示されない場合は、手順[3]へお進みくださ

い。 

通常版

承認パスワードは、お客さまが任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。

・英字は大文字と小文字を区別します。

［ソフトウェアキーボードを開く］ボタンをクリックすると、画面上に文字ボタンを表示させ、マウス操作によりパスワードを入

力することができます。
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4 「トップ」画面が表示されます。

引き続き、各取引を行ってください。 
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初期設定（一般ユーザ編）

「あしぎん法人インターネットバンキング」へログイン後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」へのログインを行います。

ログイン（〈あしぎん〉でんさいサービス）

※マスターユーザにて、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側の一般ユーザ設定を行っていない場合は、下記の通りとなります。

状況に応じて、マスターユーザに登録作業等をご依頼ください。

 ≪一般ユーザの初回ログイン時（トラブル事例）≫

トラブル事例 対処要領

「あしぎん法人インターネットバン

キング」側で「〈あしぎん〉でんさい

サービス」連携用ボタンが表示され

ないため、ログインできない

「あしぎん法人インターネットバンキング」（BizSOL）で一般ユーザの「〈あしぎん〉でん

さいサービス」利用者権限が設定されていません。マスターユーザに「あしぎん法人

インターネットバンキング」の「〈あしぎん〉でんさいサービス」利用者権限設定をご依

頼ください。

「〈あしぎん〉でんさいサービス」連

携用ボタンをクリックした際に、エ

ラーとなる

マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側で『ユーザ情報の追加・更

新』が実施されておりません。

マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさいサービス」側の、『ユーザ情報の追加・更新』

をご依頼ください。

ログインや照会関係は実施できる

が、業務操作ができない。

マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でんさいサービス」側で『ユーザ情報の変更』ま

たは『権限設定』が実施されておりません。マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさい

サービス」側の、『ユーザ情報の変更』をご依頼ください。

承認パスワード変更画面がでない 

承認権限が付与されていないためです。

※本来、承認権限があるはずの場合は、マスターユーザにより、「〈あしぎん〉でんさ

いサービス」側で『ユーザ情報の変更』または『権限設定』にて、承認業務の権限

設定がされていない可能性があります。マスターユーザに「〈あしぎん〉でんさい

サービス」のユーザ情報管理にて、権限情報の確認をご依頼ください。
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1 ［サービス連携］メニューをクリックしてください。

「業務選択」画面が表示されますので、［電子記録債権へ（納入企業向け簡易版）へ］ボタンをクリックしてください。 

2 「メニュー選択」画面が表示されます。

［簡易メニューへ］ボタンをクリックしてください。 

3 「承認パスワード変更」画面が表示されます。

承認パスワード（2箇所）を設定し、［実行］ボタンをクリックしてください。

※承認権限が付与された場合に、初めてログインする際に表示されます。表示されない場合は、手順[3]へお進みくださ

い。 

簡易版

承認パスワードは、お客様が任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。

・英字は大文字と小文字を区別します。

［ソフトウェアキーボードを開く］ボタンをクリックすると、画面上に文字ボタンを表示させ、マウス操作によりパスワードを入

力することができます。
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4 「トップ（納入企業向け）」画面が表示されます。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

取引履歴照会

過去の取引履歴を照会することができます。

当日を含めた過去92日間の範囲で照会が可能です。

一覧で照会できる件数の上限は2,000件です。

取引履歴照会を行うには、取引履歴照会権限のある口座の範囲内で照会可能です。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［取引履歴照会］ボタンをクリックしてください。 

3 「取引履歴照会メニュー」画面が表示されます。

［取引履歴一覧］ボタンをクリックしてください。 
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4 「取引履歴一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、取引履歴一覧から対象の取引履歴の［詳細］ボタンをクリックしてく

ださい。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

操作履歴照会

過去の操作履歴を照会することができます。

当日を含めた過去92日間の範囲で照会が可能です。

一覧で照会できる件数の上限は2,000件です。

操作履歴照会をファイル（CSV形式）でダウンロードすることができます。

操作履歴照会権限をもつユーザは、全ユーザの操作履歴を照会することができます。

操作履歴照会権限をもたないユーザは、自分自身の操作履歴のみ照会することができます。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［操作履歴照会］ボタンをクリックしてください。 

3 「操作履歴照会メニュー」画面が表示されます。

［企業操作履歴］ボタンをクリックしてください。 

33 / 318 ページ



4 「企業操作履歴照会」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、操作履歴一覧から対象の操作履歴の［詳細］ボタンをクリックしてく

ださい。 

［ダウンロード］ボタンをクリックすると、操作履歴をファイル（CSV形式）でダウンロードすることができます。ファイルを直

接開きたい場合は［開く］ボタンを、保存する場合は［保存］ボタンをクリックしてください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。 

取引先管理

お取引先の登録／変更／削除／照会を行うことができます。

※一般ユーザの方は、お取引先の照会のみ可能です。

でんさい取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する手間を省くことができます。

発生記録（債務者請求）における手数料を、各取引先に対して個別に管理できます。手数料情報は、画面およびCSV形式で

の登録においては取引先ごとに設定し、集信1形式および総合振込形式での登録においてはファイル単位に一律で設定し

ます。

登録した取引先情報は、口座等が変更になった場合でも自動で更新しませんので、個別に取引先情報の変更を行ってく

ださい。

取引先情報管理

登録
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［取引先管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「取引先管理メニュー」画面が表示されます。

［取引先情報登録］ボタンをクリックしてください。 
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4 「取引先情報登録」画面が表示されます。

取引先情報を入力し、［登録内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

■取引先情報について 

・必須の項目は必ず入力ください。 

・［金融機関選択］ボタンにて入力した場合、金融機関コード、支店コードが入力され、名称が表示されます。 

・登録名は、取引先を任意の名前で登録することができます。 
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5 「取引先情報登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

取引先情報の登録内容をご確認ください。

前画面で入力した情報にもとづいて、でんさいネットの最新の情報が表示されます。

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、登録の実行はできません。

39 / 318 ページ



6 「取引先情報登録完了」画面が表示されます。 

続けて2件目も登録する場合は、［取引先情報登録へ］ボタンをクリックしてください。手順[4]の「取引先情報登録」画面に

戻りますので、同様の手順で登録を行ってください。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。 

取引先管理

お取引先の登録／変更／削除／照会を行うことができます。

でんさい取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する手間を省くことができます。

発生記録（債務者請求）における手数料を、各取引先に対して個別に管理できます。手数料情報は、画面およびCSV形式で

の登録においては取引先ごとに設定し、集信1形式および総合振込形式での登録においてはファイル単位に一律で設定し

ます。

登録した取引先情報は、口座等が変更になった場合でも自動で更新しませんので、個別に取引先情報の変更を行ってく

ださい。

取引先情報管理

変更・削除
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［取引先管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「取引先管理メニュー」画面が表示されます。

［取引先情報変更・削除］ボタンをクリックしてください。 

42 / 318 ページ



4 「取引先一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、取引先一覧から対象の取引先の［変更］または［削除］ボタンをクリッ

クしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「取引先情報変更」画面が表示されます。

取引先情報を入力し、［変更内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

取引先を変更する場合

［金融機関選択］ボタンにて入力した場合、金融機関コード、支店コードが入力され、名称が表示されます。
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6 「取引先情報変更確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［変更の実行］ボタンをクリックしてください。 

取引先情報の登録内容をご確認ください。

前画面で入力した情報にもとづいて、でんさいネットの最新の情報が表示されます。

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、変更の実行はできません。
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7 「取引先情報変更完了」画面が表示されます。 
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5 「取引先情報削除確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［削除の実行］ボタンをクリックしてください。 

取引先を削除する場合

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、削除の実行はできません。
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6 「取引先情報削除完了」画面が表示されます。 
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取引先管理

お取引先の登録／変更／削除／照会を行うことができます。

※一般ユーザの方は、お取引先の照会のみ可能です。

でんさい取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する手間を省くことができます。

発生記録（債務者請求）における手数料を、各取引先に対して個別に管理できます。手数料情報は、画面およびCSV形式で

の登録においては取引先ごとに設定し、集信1形式および総合振込形式での登録においてはファイル単位に一律で設定し

ます。

登録した取引先情報は、口座等が変更になった場合でも自動で更新しませんので、個別に取引先情報の変更を行ってく

ださい。

取引先ファイル管理

取引先情報のファイル登録を利用することにより、一括して（まとめて）取引先情報を登録することができます。

登録済みの取引先情報をファイルで取得することができます。また、そのファイルを修正することで、取引先情報の修正や管

理を一度にまとめて行うこともできます。

取引先情報のファイル登録にて他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合は、登録結果から口座確認を実行する必

要があります。 
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。 

登録・追加
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［取引先管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「取引先管理メニュー」画面が表示されます。

［取引先ファイル登録］ボタンをクリックしてください。 
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4 「取引先情報ファイル登録」画面が表示されます。

［ファイルの選択］ボタンをクリックのうえ、アップロードするファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックしてください。 

集信1形式、総合振込形式、CSV形式ファイルより取引先情報を取込み、一度に登録ができます。
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5 ファイル形式および登録方法を選択し、［登録内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

6 「取引先情報ファイル登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、登録の実行はできません。
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7 「取引先情報ファイル登録完了」画面が表示されます。

取引先情報ファイル登録後、ファイル登録結果の確認を行う必要があります。

また、他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合は、登録結果の確認と合わせて口座確認を実行する必要があり

ます。ファイル登録の結果確認および、口座確認の実行の手順については、『結果一覧』をご参照ください。 
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取引先管理

お取引先の登録／変更／削除／照会を行うことができます。

※一般ユーザの方は、お取引先の照会のみ可能です。

でんさい取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する手間を省くことができます。

発生記録（債務者請求）における手数料を、各取引先に対して個別に管理できます。手数料情報は、画面およびCSV形式で

の登録においては取引先ごとに設定し、集信1形式および総合振込形式での登録においてはファイル単位に一律で設定し

ます。

登録した取引先情報は、口座等が変更になった場合でも自動で更新しませんので、個別に取引先情報の変更を行ってく

ださい。

取引先ファイル管理

取引先情報のファイル登録を利用することにより、一括して（まとめて）取引先情報を登録することができます。

登録済みの取引先情報をファイルで取得することができます。また、そのファイルを修正することで、取引先情報の修正や管

理を一度にまとめて行うこともできます。

取引先情報のファイル登録にて他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合は、登録結果から口座確認を実行する必

要があります。 
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。 

結果一覧
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［取引先管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「取引先管理メニュー」画面が表示されます。

［取引先ファイル登録結果一覧］ボタンをクリックしてください。 
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4 「取引先情報ファイル登録結果一覧」画面が表示されます。

取引先情報ファイル登録結果一覧から結果確認を行う取引先の［詳細］ボタンをクリックしてください。 
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5 「取引先情報ファイル登録結果詳細」画面が表示されます。

口座未確認の取引先を選択のうえ、［口座確認の実行］ボタンをクリックし、ポップアップ表示画面の［OK］ボタンをクリッ

クしてください。 

登録状況のパターンについては、こちらをご参照ください。

［結果ファイルダウンロード］ボタンをクリックすることで、取引先情報登録結果ファイルをダウンロードすることが可能で

す。
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6 「取引先情報口座確認結果一覧」画面が表示されます。

口座未確認の取引先情報が残っている場合、続けて取引先情報の口座確認を行う必要があります。［登録結果詳細へ］

ボタンをクリックし、手順[4]へお進みください。
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登録状況のパターン

登録状況 説明

正常
・正常に取引先情報の登録が完了した状態です。

・「正常」の取引先情報については、記録請求で利用できます。

エラー

・取引先情報の登録処理にてエラーが発生し、登録が完了していない状態です。

・「エラー」の取引先情報は、「〈あしぎん〉でんさいサービス」に登録されないため、エラー内容を確認後、

再登録を行う必要があります。

口座未確認

・取引先情報の口座存在確認が未完了の状態です。※

・ファイル登録処理のチェックは正常に完了しており、本画面から口座確認を実施する必要があります。

・口座確認を行うことより、「正常」、「正常（ワーニング有）」、「エラー」に状況が遷移します。

※：他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合、「口座未確認」の状態となります。

また、登録方法に「全取引先を削除し追加」を選択した場合、既に登録済みの他行分の取引先情報を登

録し直すことから、既に登録済みの他行分の取引先情報についても、「口座未確認」の状態となります。 
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

指定許可管理

取引を許可するお取引先について登録／変更／解除を行うことができます。

指定許可先を登録すると、「許可先」として指定した取引先以外からの請求をエラーとすることができます。

登録

取引を許可するお取引先を新規に設定します。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、指定許可登録が完了します。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［指定許可管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「指定許可管理メニュー」画面が表示されます。

［指定許可制限設定］ボタンをクリックしてください。 
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4 「指定許可制限設定仮登録」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）を入力し、［指定許可先追加］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。
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5 「指定許可制限設定情報編集」画面が表示されます。

指定許可先情報を入力のうえ、指定許可業務を選択し、［入力の反映］ボタンをクリックしてください。 

■指定許可先情報について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座

番号が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、登録名（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。
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6 再び「指定許可制限設定仮登録」画面が表示されます。

指定許可先情報明細に追加した取引先が反映されていることをご確認のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認

へ］ボタンをクリックしてください。 

指定許可先情報明細の［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引先の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

※誤った取引先を指定許可先として反映した場合は、指定許可先情報から、該当の明細の［取消］ボタンをクリックしてく

ださい。

「指定許可制限設定情報編集」画面が表示されますので、［取消の反映］ボタンをクリックしてください。

再び「指定許可制限設定仮登録」画面が表示されますので、引き続き[指定許可先追加]を行ってください。
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7 「指定許可制限設定仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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8 「指定許可制限設定仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※登録は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。 

指定許可管理

取引を許可するお取引先について登録／変更／解除を行うことができます。

変更・解除

取引を許可するお取引先について変更または解除を行います。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、指定許可登録が完了します。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［指定許可管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「指定許可管理メニュー」画面が表示されます。

［指定許可制限設定の変更・解除］ボタンをクリックしてください。 
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4 「指定許可先検索」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、指定許可制限設定済検索結果一覧より変更または解除対象の取引

先にチェックを入れ、［仮登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引先の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「指定許可制限解除仮登録」画面が表示されます。

指定許可制限解除対象一覧から、変更・解除をする対象の指定許可先の［選択］ボタンをクリックしてください。 
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6 「指定許可制限解除情報編集」画面が表示されます。

指定許可先情報を入力のうえ、変更・解除する指定許可業務を選択し、［入力の反映］ボタンをクリックしてください。 

■指定許可先情報について 

＜取引先を登録している場合＞ 

［取引先選択］ボタンをクリックし、取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座

番号が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、登録名（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。 
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7 再び「指定許可制限解除仮登録」画面が表示されます。

指定許可制限解除対象一覧に変更・解除内容が反映されていることをご確認のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の

確認へ］ボタンをクリックしてください。 

※誤った変更・解除内容を反映した場合は、指定許可制限解除対象一覧から、該当の明細の［取消］ボタンをクリックし

てください。

再び「指定許可制限解除情報編集」画面が表示されますので、［取消の反映］ボタンをクリックしてください。

再び「指定許可制限解除仮登録確認」画面が表示されますので、引き続き［選択］ボタンをクリックし、正しい変更・解除

情報の反映を行ってください。
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8 「指定許可制限解除仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、変更・解除の実行はできません。
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9 「指定許可制限解除仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※変更・解除は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

利用者情報照会

利用者が、ご自身の利用者情報を照会することができます。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［利用者情報照会］ボタンをクリックしてください。 

3 「利用者情報照会メニュー」画面が表示されます。

［利用者情報照会］ボタンをクリックしてください。 
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4 「利用者情報検索」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、利用者情報照会結果一覧から、対象の利用者情報の［詳細］ボタン

をクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象利用者の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

ユーザ情報管理

でんさい取引の操作を行うユーザ情報を管理します。

ユーザ情報の管理は、マスターユーザが行います。（照会もマスターユーザのみ可能です。）

ユーザ情報の管理の限度額一覧照会は、承認権限をもつユーザのみ参照可能です。

追加・更新

マスターユーザが「あしぎん法人インターネットバンキング」で作成した全ユーザ情報を「〈あしぎん〉でんさいサービス」に反

映します。

ユーザ情報更新により、「〈あしぎん〉でんさいサービス」に「あしぎん法人インターネットバンキング」で作成したユーザ情報の

登録が完了しますが、初回のユーザは業務権限を何も保有していないので、『ユーザ情報の変更』にて権限の設定等を行っ

てください。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［ユーザ情報管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「企業ユーザ管理メニュー」画面が表示されます。

［追加・更新］ボタンをクリックしてください。 
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4 「ユーザ情報更新」画面が表示されます。

［ユーザ更新の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

更新前のユーザ情報を確認する場合は、ユーザ検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックしてください。
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5 「ユーザ情報更新確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、確認用承認パスワード（マスターユーザの承認パスワード）を入力し、［ユーザ更新の実行］ボタン

をクリックしてください。 

6 「ユーザ情報更新完了」画面が表示されます。

引き続き、［ユーザ情報の変更へ］ボタンをクリックし、『ユーザ情報の変更』を行ってください。 

追加・変更・削除ユーザリストの内容に誤りがないかご確認ください。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

ユーザ情報管理

でんさい取引の操作を行うユーザ情報を管理します。

ユーザ情報の管理は、マスターユーザが行います。（照会もマスターユーザのみ可能です。）

ユーザ情報の管理の限度額一覧照会は、承認権限をもつユーザのみ参照可能です。

変更

業務権限（担当者・承認者）、口座権限の設定等を行います。

また、承認パスワードのロックアウト解除をすることができます。

※ロックアウトとは

承認パスワードの誤り回数が規定回数連続して発生した場合、該当ユーザの承認実行利用を禁止（ロックアウト）します。

ロックアウトになった場合、マスターユーザが該当ユーザの承認パスワードを初期化する必要があります。

マスターユーザ自身がロックアウトになり、かつマスターユーザが1名の場合は、当行へ承認パスワードの初期化を依頼し

てください。 
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［ユーザ情報管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「企業ユーザ管理メニュー」画面が表示されます。

［変更］ボタンをクリックしてください。 
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4 「ユーザ情報検索」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、ユーザ情報リストから変更する対象ユーザの［変更］ボタンをクリック

してください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象のユーザ情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「ユーザ情報変更」画面が表示されます。

変更内容を設定し、［変更内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 
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承認パスワードを初期化する場合、「承認パスワードを初期化する」にチェックを入れてください。

■権限リスト（承認不要業務）

承認不要業務の権限を設定します。

設定する業務にチェックを入れてください。

■権限リスト（承認対象業務）

承認対象業務の権限を設定します。

設定する業務の担当者または承認者にチェックを入れてください。

担当者権限とは、でんさいの取引を仮登録または差戻しされた取引を修正／削除する権限です。

承認者権限とは、担当者が行った仮登録を、承認／差戻し（削除）する権限です。

※担当者と承認者の双方に権限を設定することも可能です。

＜ユーザの初期状態＞ 

ユーザが初期状態で保有している利用可能な取引です。

削除することはできません。 

ユーザの種類 利用可能な取引

マスターユーザ

・ユーザの変更

・ユーザの更新

・ユーザの照会

・承認パスワード初期化

・企業情報の変更

全ユーザ

（マスターユーザ、

一般ユーザ）

・自分自身の承認パスワード変更

・自分自身の操作履歴照会

・取引先照会

・通知情報照会

・一括記録（結果一覧照会）（*）

（*）口座権限が必要です。

・企業情報の照会

＜ご注意事項＞ 

・自分自身の操作履歴照会の場合、権限は不要です。

・記録請求権限が付与された場合、取引先管理も利用可能になります。

・融資申込照会は、割引業務、譲渡担保業務のどちらかを保有していれば、利用可能になります。

・マスタユーザが自身の権限変更を行った場合は、即時利用可能になり、

それ以外の場合、再ログイン後に利用可能になります。

■取引一回当たり限度額リスト

業務ごとの取引一回当たり限度額を設定ください。

※権限がない業務への設定は不要です。

■口座権限リスト

口座権限を設定します。

設定する口座のチェックボックスにチェックを入れてください。

※マスターユーザは、作成するユーザに対して、自分自身が持っていない権限を付与することができます。

※権限リスト、口座権限リストにチェックがない場合は、そのユーザはでんさい取引を利用することができませんのでご

注意ください。 
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6 「初期承認パスワード設定」画面が表示されます。

初期承認パスワードを入力し、［変更内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。

※この画面は以下の場合のみ出力されます。

・業務権限に初めて承認者権限を設定した場合

・承認パスワードを初期化する場合

その他の場合は、次手順へお進みください。 

初期承認パスワードは、お客さまが任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。

・英字は大文字と小文字を区別します。
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7 「ユーザ情報変更確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、確認用承認パスワード（マスターユーザの承認パスワード）を入力し、［変更の実行］ボタンをクリッ

クしてください。
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8 「ユーザ情報変更完了」画面が表示されます。 

承認者権限を付与したユーザには、「初期承認パスワード」をお伝えください。

続けて、設定する場合は、サブメニューエリアの［ユーザ情報管理］をクリックしてください。

手順[3]の「企業ユーザ管理メニュー」画面に戻りますので、同様の手順で登録を行ってください。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

ユーザ情報管理

でんさい取引の操作を行うユーザ情報を管理します。

ユーザ情報の管理は、マスターユーザが行います。（照会もマスターユーザのみ可能です。）

ユーザ情報の管理の限度額一覧照会は、承認権限をもつユーザのみ参照可能です。

承認パスワード変更

マスターユーザおよび一般ユーザは自分自身の承認パスワードを変更できます。

承認パスワードは、承認権限をもつすべてのユーザが保有します。

※承認パスワードは、承認実行時に使用します。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［ユーザ情報管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「企業ユーザ管理メニュー」画面が表示されます。

［承認パスワード変更］ボタンをクリックしてください。 
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4 「承認パスワード変更」画面が表示されます。

現在の承認パスワードおよび新しい承認パスワード（2ヵ所）を入力し、［変更の実行］ボタンをクリックしてください。 

5 「承認パスワード変更完了」画面が表示されます。 

新しい承認パスワードは、お客さまが任意の文字列をお決めいただいて入力してください。 

・半角英数字6文字以上12文字以内で入力してください。

・英字は大文字と小文字を区別します。
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1 トップ画面の［管理業務］タブをクリックしてください。

企業情報管理

企業情報の変更／照会することができます。

変更は、マスターユーザのみ可能となります。照会は、マスターユーザ以外も参照可能です。

変更

マスターユーザは同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能、承認管理機能の利用有無、承認機能区分、記録請求の拡

張機能、当方負担手数料、先方負担手数料の設定ができます。
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2 「管理業務メニュー」画面が表示されます。

［企業情報管理］ボタンをクリックしてください。 

3 「企業情報管理メニュー」画面が表示されます。

［変更］ボタンをクリックしてください。 
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4 「企業情報変更」画面が表示されます。

同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能、承認管理機能、承認機能区分および記録請求の拡張機能を選択し、［変

更内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

［追加］ボタンをクリックすると、次画面にて手数料を追加します。

［変更］ボタンをクリックすると、次画面にて手数料を変更します。

［削除］ボタンをクリックすると、次画面にて手数料を削除します。

複数発生記録請求（画面入力）機能の利用有無を「利用する」にすると、再ログイン後に債権発生請求において、まとめ

て画面から複数件の発生記録請求を行えるようになります。操作方法は、『登録（複数件）』をご参照ください。

複数譲渡記録請求（画面入力）機能の利用有無を「利用する」にすると、再ログイン後に債権譲渡請求において、まとめ

て画面から複数件の譲渡記録請求を行えるようになります。操作方法は、『登録（複数件）』をご参照ください。
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5 「企業情報変更確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認パスワードを入力し、［変更の実行］ボタンをクリックしてください。 
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6 「企業情報変更完了」画面が表示されます。 
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トップページ

通常版

トップ画面

1
メニュー

（ヘッダータブ部分）
業務メニューが表示されます。

2 ログインアカウント情報 利用者情報が表示されます。

3 お知らせ 当行からのお知らせがある場合、画面上に表示されます。

4 通知情報一覧
未読通知の件数が、「通知の種類（概要）」ごとに表示されます。通知は［通知情報

一覧］ボタンから照会することができます。 

5 未完了・未承諾の取引状況 未完了・未承諾の内容が表示されます。
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トップ画面のボタン

1 ［ログアウト］ボタン ログアウトします。

2 ［法人IBへ戻る］ボタン 「あしぎん法人インターネットバンキング」へ戻ります。

3 ［簡易ﾒﾆｭｰへ］ボタン
簡易版へ切り替えることができます。

簡易版から通常版に切り替えたときのみ表示されます。

4 ［発行予定を確認］ボタン 残高証明書発行予定を確認することができます。

5 ［通知情報一覧］ボタン すべての通知を確認することができます。

6 ［承認待ち一覧］ボタン 担当者の仮登録を請求、申請、承認する場合にクリックしてください。

7 ［差戻し中一覧］ボタン 承認者から差戻しされた一覧を表示する場合にクリックしてください。

8 ［承諾待ち一覧］ボタン 承諾依頼に対して承諾を行う場合にクリックしてください。

9
［承認未承認状況一覧］ボタ

ン
申請（仮登録）済みの取引の処理状況を確認する場合にクリックしてください。
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トップページ

簡易版

トップ（納入企業向け）画面
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1 お知らせ 当行からのお知らせがある場合、画面上に表示されます。

2 ご案内（通知情報）

トップ画面に直近の通知情報が表示されます。直近の通知はトップ画面上の［詳

細］ボタンから照会することができます。

過去の通知は［通知情報一覧］ボタンから照会することができます。

その他の通知情報は［こちら］リンクから照会することができます。

※［こちら］リンクをクリックすると、通常メニューの通知情報一覧へ遷移するための

確認ダイアログが表示されます。

※その他の通知情報は、未読の通知が存在しない場合、表示されません。

3 保有債権の確認 ［保有債権一覧］ボタンから照会することができます。

4 未完了取引
未完了取引の件数が表示されます。

※未完了取引が存在しない場合、表示されません。
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トップ画面のボタン

1 ［ログアウト］ボタン ログアウトします。

2 ［法人IBへ戻る］ボタン 「あしぎん法人インターネットバンキング」へ戻ります。

3 ［通常ﾒﾆｭｰへ］ボタン 通常版へ切り替えることができます。

4 ［詳細］ボタン 直近の通知を確認することができます。

5 ［通知情報一覧］ボタン 債権の受取に関する通知情報を確認することができます。

6 ［保有債権一覧］ボタン 保有する債権情報を確認することができます。
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1 トップ画面の［発行予定を確認］ボタンをクリックしてください。

残高証明書

翌日～1ヵ月先の間に基準日を迎える残高証明書が存在する場合、残高証明書発行予定の照会を行うことができます。

残高証明書発行予定の照会は利用者情報照会の業務権限をもつユーザが行うことができます。

＜注意事項＞ 

四半期末など定期的な残高証明書発行を希望する場合は、当行窓口を通じて、あらかじめ発行の基準日、および送付先の

申請が必要となります。 
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2 「残高証明書発行予定」画面が表示されます。 

残高証明書発行予定では、口座権限を保有している口座の属するアカウントおよび口座情報にもとづき、残高証明書発

行予定を表示します。ただし、口座情報には、照会時点で有効なアカウント配下の口座のうち、適用開始日時が最も古い

1件のみを表示します。

明細を確認して、基準日やご住所が誤っていた場合、当行窓口に変更申請を行ってください。なお、利用者変更で記録住

所変更の予約を行っている場合、基準日時点で有効な記録住所を表示します。 
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1 トップ画面の［通知情報一覧］ボタンをクリックしてください。

通知情報照会

通常版

でんさいネットからの通知情報などの一覧を表示し、一覧から選択することで、詳細内容を確認することができます。

通知情報一覧画面における最大表示件数は1,000件までとなります。

ご案内日時から92日間経過したものは表示されません。また、検索した結果が1,000件を超えた場合も表示されません。
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2 「通知情報一覧」画面が表示されます。

通知情報一覧から対象の通知の［詳細］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ（納入企業向け）画面の［通知情報一覧］ボタンをクリックしてください。

通知情報照会

簡易版

自身が債権者となるでんさいの受取に関する通知を照会することができます。

トップ（納入企業向け）画面に表示されている通知を確認する場合は［詳細］ボタンをクリックしてください。
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2 「通知情報一覧（納入企業向け）」画面が表示されます。

通知情報一覧から対象の通知の［詳細］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ（納入企業向け）画面の［保有債権一覧］ボタンをクリックしてください。

保有債権照会

自身が債権者となって保有している債権情報を照会することができます。
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2 「保有債権一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックしてください。 

利用できる決済口座が1つのみの場合、自動で口座を設定します。
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3 保有債権一覧が表示されます。

保有債権一覧から対象の通知の［詳細］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

債権照会（開示）

関係する債権、および、その履歴情報を照会することができます。

115 / 318 ページ



2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［債権照会（開示）］ボタンをクリックしてください。 
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3 「債権照会（開示）条件入力」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

簡易検索の場合は、検索条件の初期値として下記の条件を設定しています。 

・処理方式区分⇒即時照会（同期）

・開示方式・単位⇒債権情報（記録事項）の照会、請求者区分（立場）を条件に照会

［全て表示］ボタンをクリックすると、詳細な検索条件を指定し、検索をすることができます。 

※検索条件の例

＜現在保有している債権を確認したい場合＞ 

請求者区分の「債権者」を選択し、照会を行うことで確認できます。 

＜現在保有している債務を確認したい場合＞ 

請求者区分の「債務者」を選択し、照会を行うことで確認できます。 
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4 「即時照会結果一覧」画面が表示されます。

記録番号一覧から、対象の債権の［詳細］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

■開示結果の還元方法

開示方法・単位 処理方式区分 還元方法

債権情報

（記録事項）の照会
即時照会（同期）

1．画面への出力 

2．PDF形式での出力 

3．共通フォーマット形式による

ダウンロード 

4．CSV形式でのダウンロード 

［ダウンロード（CSV形式）］ボタンまたは、［ダウンロード（共通フォーマット形式）］ボタンをクリックすることで、開示照会結

果をダウンロードすることが可能です。

即時照会（同期）における開示可能上限数は200件までとなります。

開示可能上限数を超過した場合は、検索条件を変更して再検索を行っていただくか、一括予約照会を行ってください。
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

一括予約照会結果

一括予約照会（非同期）の結果を表示します。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［一括予約照会結果一覧］ボタンをクリックしてください。 
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3 「一括予約照会結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、開示結果一覧から対象の照会結果の［詳細］ボタンをクリックしてくださ

い。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。 

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

受取債権情報の作成

発生記録や譲渡記録などにより、被請求者として受取った記録通知を抽出し、受取債権情報として作成することができま

す。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［受取債権情報の作成］ボタンをクリックしてください。 
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3 「受取債権情報作成」画面が表示されます。

受取債権情報の検索条件、および固定長ファイルの出力形式を指定し、［ファイル/帳票作成］ボタンをクリックしてくださ

い。 

●決済口座情報について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、支店名、口座種別、口座番

号が表示されます。

［全て表示］ボタンをクリックすると、詳細な検索条件を指定し、検索をすることができます。
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4 「受取債権情報_作成条件入力完了」画面が表示されます。 
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

受取債権情報の作成結果ダウンロード

受取債権情報の作成結果を表示します。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［作成結果のダウンロード］ボタンをクリックしてください。 
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3 「受取債権情報_作成結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、受取債権情報作成結果一覧から対象の照会結果の［詳細］ボタンをク

リックしてください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の受取債権情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。
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債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

入金予定情報の作成

自身が債権者であるでんさいを抽出し、入金予定として作成することができます。

入金予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請求、および予約中

の譲渡（分割）記録請求は対象外となります。

また、口座間送金決済以外で弁済・入金がなされる債権についても、入金予定情報の計上対象外となります。（例：電子記

録保証人による弁済、割引による入金）
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［入金予定情報の作成］ボタンをクリックしてください。 

3 「入金予定情報作成」画面が表示されます。

入金予定情報の検索条件、および固定長ファイルの出力形式を指定し、［ファイル/帳票作成］ボタンをクリックしてくださ

い。 

●決済口座情報について 

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。 
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4 「入金予定情報_作成条件入力完了」画面が表示されます。 
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

入金予定情報の作成結果ダウンロード

入金予定情報の作成結果を表示します。

133 / 318 ページ



2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［作成結果のダウンロード］ボタンをクリックしてください。 
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3 「入金予定情報_作成結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、入金予定情報作成結果一覧から対象の照会結果の［詳細］ボタンをク

リックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の入金予定情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。
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債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

支払予定情報の作成

自身が債務者であるでんさいを抽出し、支払予定として作成することができます。

支払予定情報に計上する債権は、作成時点で記録済みの債権が対象となります。予約中の発生記録請求は対象外となり

ます。

また、口座間送金決済以外で弁済・支払がなされる債権についても、支払予定情報の計上対象外となります。（例：電子記

録保証人に対する弁済、電子記録保証債務に関する支払）

支払予定情報を作成後、支払予定が確定するまでに、債権の異動や金額変更等が発生する可能性があります。確定した支

払予定は、決済日の２営業日前に通知される決済情報通知にてご確認ください。
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［支払予定情報の作成］ボタンをクリックしてください。 

3 「支払予定情報作成」画面が表示されます。

支払予定情報の検索条件、および固定長ファイルの出力形式を指定し、［ファイル/帳票作成］ボタンをクリックしてくださ

い。 

●決済口座情報について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

138 / 318 ページ



4 「支払予定情報_作成条件入力完了」画面が表示されます。 
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1 トップ画面の［債権情報照会］タブをクリックしてください。

債権情報照会

発生請求を行ったでんさいや保有しているでんさい等の債権照会（開示）ができます。

検索条件には、決済口座情報や請求者区分（立場）等を指定し、検索します。

受取債権・入金予定・支払予定は、帳票・CSV・固定長形式でダウンロードできます。

固定長形式でダウンロードする場合、受取債権情報は共通フォーマット・配信1形式ファイルで、入金予定・支払予定情報は

開示結果ファイル（配信2形式）で還元します。

支払予定情報の作成結果ダウンロード

支払予定情報の作成結果を表示します。
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2 「債権情報照会メニュー」画面が表示されます。

［作成結果のダウンロード］ボタンをクリックしてください。 
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3 「支払予定情報_作成結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、支払予定情報作成結果一覧から対象の照会結果の［詳細］ボタンをク

リックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の支払予定情報の作成結果を別ウィンドウで表示します。
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債権発生請求（債務者）

債務者（代金を支払う側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

また、債権者として、債務者請求された債権の取消請求が可能です。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

概要
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債権発生請求（債務者）

債務者（代金を支払う側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

また、債権者として、債務者請求された債権の取消請求が可能です。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（1件）

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、発生記録請求が完了します。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債務者請求］ボタンをクリックしてください。 
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3 「発生記録（債務者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。

［引戻し］ボタンをクリックすると、過去に登録した未承認の請求データを引戻します。

［修正／削除］ボタンをクリックすると、未承認の請求データについて、修正、または削除を行います。
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4 「発生記録（債務者）請求仮登録」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、発生記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックし

てください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について 

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。 

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。） 

■基本情報について 

各入力項目については、こちらをご参照ください。 

■債権者情報（請求者情報）について 

＜取引先を登録している場合＞ 

［取引先選択］ボタンをクリックし、債権者に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。

■手数料負担について 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力してください。 
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5 「発生記録（債務者）請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。

＜各種金額項目の関係＞

「債権金額（円）」＝「支払金額（円）」－「先方負担手数料（円）」となります。

「先方負担手数料（円）」と「記録手数料（円）」の金額が異なる場合、＊印を付与します。

149 / 318 ページ



6 「発生記録（債務者）請求仮登録完了」画面が表示されます。 

［取引先登録へ］ボタンをクリックし、取引先を登録することができます。取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照くだ

さい。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。
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発生記録情報

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

債権金額（円）／

支払金額（円）
半角数字（10） 必須

1円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

入力例＝「1234567890」

支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須

振出日（電子記録年月日）を含む３銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」

振出日

（電子記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須

当日から1ヵ月後まで指定が可能です。

入力例＝「2019/10/09」 

譲渡制限有無 － 必須
ラジオボタンにて選択してください。

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融機関に限定します。
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債権発生請求（債務者）

債務者（代金を支払う側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

また、債権者として、債務者請求された債権の取消請求が可能です。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（複数件）

担当者は債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一括して（まとめて）発生記録請求を行うことが

できます。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、発生記録請求が完了します。

ただし、承認完了時点では、発生の成立は確定していません。承認完了後、発生記録（債務者請求）メニュー画面の請求状

況一覧、または通知情報一覧画面にて結果を確認してください。

債権発生請求の一回の上限数は、500件です。

入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登録の再開が可能です。

なお、一時保存の上限件数は、1担当者あたり10件です。 

請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求が可能です。過去のデータを流用する場合は、必要に応じて

決済口座や振出日を変更することが可能です。

過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとなって返却された記録請求につ

いても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修

正し、再登録・再請求を行うことが可能です。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債務者請求］ボタンをクリックしてください。 

個別に明細を入力

直接入力、または取引先選択により1件単位で入力する方法です。
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3 「発生記録（債務者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再開］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を再開します。

［削除］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を削除します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。

［引戻し］ボタンをクリックすると、過去に登録した未承認の請求データを引戻します。

［修正／削除］ボタンをクリックすると、未承認の請求データについて、修正、または削除を行います。
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4 「発生記録（債務者）請求_決済口座入力」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）／振出日を入力し、［次へ］ボタンをクリックしてください。 

5 「発生記録（債務者）請求_入力方法選択」画面が表示されます。

［個別に明細を入力］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）／振出日について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※振出日（電子記録年月日）について、複数発生の記録請求時は、1請求（仮登録・承認の単位）ごとに1つの振出日

を設定します。
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6 「発生記録（債務者）請求_明細入力」画面が表示されます。

発生記録請求情報明細入力を入力のうえ、取引先登録を選択し、［確定して明細一覧へ］ボタンをクリックしてください。 
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■発生記録請求情報明細入力について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

■債権者情報（請求先情報）について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、債権者に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。

■手数料負担について

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力してください。

■取引先登録について

＜直接入力した取引先を登録する場合＞

「取引先へ登録」チェックボックスにチェックを入れてください。 

［続けて入力］ボタンをクリックすると、入力内容を明細一覧へ反映し、続けて次の明細を入力できます。

［続けて入力］ボタンによる連続入力を1回以上繰り返した場合のみ、［中断して明細一覧へ］ボタンが［戻る］ボタンの代

わりに表示されます。
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7 「発生記録（債務者）請求_明細一覧」画面が表示されます。

請求明細一覧を入力・確認し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力してください。

「債権金額（円）」が未入力または0円の明細を削除して仮登録する場合、「金額未設定明細を削除する」チェックボックス

にチェックを入れてください。

［決済口座／振出日の変更］ボタンをクリックすると、次画面にて決済口座／振出日を変更します。

［支払期日一括変更］ボタンをクリックすると、次画面にて全明細の支払期日を一括で変更します。

［明細追加］ボタンをクリックすると、次画面にて入力方法を選択した上で請求明細を追加します。

［修正］ボタンをクリックすると、次画面にて明細を修正します。

「削除」チェックボックスにチェックを入れ、［削除］ボタンをクリックすると、選択された請求明細を削除します。

［一時保存］ボタンをクリックすると、入力した明細を一時的に保存します。
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8 「発生記録（債務者）請求_仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックし

てください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。

＜各種金額項目の関係＞

「債権金額（円）」＝「支払金額（円）」－「先方負担手数料（円）」となります。

「先方負担手数料（円）」と「記録手数料（円）」の金額が異なる場合、＊印を付与します。
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9 「発生記録（債務者）請求_仮登録完了」画面が表示されます。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。

※請求完了後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」における請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。必ず

発生記録（債務者請求）メニュー画面の請求状況一覧、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。
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決済口座情報（請求者情報）／振出日

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「123」

口座種別 - 必須 ラジオボタンにて選択してください。

口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「1234567」

振出日

（電子記録年月日）
（YYYY/MM/DD） 必須

当日から1ヵ月後まで指定が可能です。

入力例＝「2019/10/09」 
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発生記録請求情報明細入力

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

債権金額（円）／

支払金額（円）
半角数字（10） 必須

1円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

入力例＝「1234567890」 

支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須

振出日（電子記録年月日）を含む３銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」

請求者Ref.No. 半角英数字（40） 任意

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄として、注文書

番号や請求書番号の入力が可能です。

英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ入力可能です。 

譲渡制限有無 － 必須
ラジオボタンにて選択してください。

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融機関に限定します。

金融機関コード 半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」

支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」

口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択してください。

口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」

取引先登録名 全角文字(60) 任意 入力例＝「株式会社　電子記録債権」

手数料 － 必須
ラジオボタンにて選択する。

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力する。
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債権発生請求（債務者）

債務者（代金を支払う側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

また、債権者として、債務者請求された債権の取消請求が可能です。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（複数件）

担当者は債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一括して（まとめて）発生記録請求を行うことが

できます。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、発生記録請求が完了します。

ただし、承認完了時点では、発生の成立は確定していません。承認完了後、発生記録（債務者請求）メニュー画面の請求状

況一覧、または通知情報一覧画面にて結果を確認してください。

債権発生請求の一回の上限数は、500件です。

入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登録の再開が可能です。

なお、一時保存の上限件数は、1担当者あたり10件です。 

請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求が可能です。過去のデータを流用する場合は、必要に応じて

決済口座や振出日を変更することが可能です。

過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとなって返却された記録請求につ

いても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修

正し、再登録・再請求を行うことが可能です。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債務者請求］ボタンをクリックしてください。 

取引先一覧から選択

取引先一覧より登録済みの取引先情報を請求先として指定し、一度に複数件入力する方法です。
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3 「発生記録（債務者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再開］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を再開します。

［削除］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を削除します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。

［引戻し］ボタンをクリックすると、過去に登録した未承認の請求データを引戻します。

［修正／削除］ボタンをクリックすると、未承認の請求データについて、修正、または削除を行います。
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4 「発生記録（債務者）請求_決済口座入力」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）／振出日を入力し、［次へ］ボタンをクリックしてください。 

5 「発生記録（債務者）請求_入力方法選択」画面が表示されます。

［取引先一覧から選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）／振出日について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※振出日（電子記録年月日）について、複数発生の記録請求時は、1請求（仮登録・承認の単位）ごとに1つの振出日

を設定します。
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6 「発生記録（債務者）請求_取引先選択」画面が表示されます。

取引先一覧から対象の取引先を選択のうえ、支払期日を入力し、［明細一覧へ反映］ボタンをクリックしてください。 

■基本情報入力について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※各明細に支払期日を一括で設定する場合は、基本情報入力の「支払期日」を入力してください。明細単位に個別に

支払期日を設定する場合は、「発生記録（債務者）請求_明細一覧」画面にて設定してください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

各明細の譲渡制限有無は一律で「無」を設定します。譲渡制限有無を「有」に変更する場合は、「発生記録（債務者）請求_

明細一覧」画面より［修正］ボタンをクリックして遷移した「発生記録（債務者）請求_明細入力」画面にて、変更してくださ

い。
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7 「発生記録（債務者）請求_明細一覧」画面が表示されます。

請求明細一覧を入力・確認し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力してください。

「債権金額（円）」が未入力または0円の明細を削除して仮登録する場合、「金額未設定明細を削除する」チェックボックス

にチェックを入れてください。

［決済口座／振出日の変更］ボタンをクリックすると、次画面にて決済口座／振出日を変更します。

［支払期日一括変更］ボタンをクリックすると、次画面にて全明細の支払期日を一括で変更します。

［明細追加］ボタンをクリックすると、次画面にて入力方法を選択した上で請求明細を追加します。

［修正］ボタンをクリックすると、次画面にて明細を修正します。

「削除」チェックボックスにチェックを入れ、［削除］ボタンをクリックすると、選択された請求明細を削除します。

［一時保存］ボタンをクリックすると、入力した明細を一時的に保存します。
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8 「発生記録（債務者）請求_仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックし

てください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。

＜各種金額項目の関係＞

「債権金額（円）」＝「支払金額（円）」－「先方負担手数料（円）」となります。

「先方負担手数料（円）」と「記録手数料（円）」の金額が異なる場合、＊印を付与します。
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9 「発生記録（債務者）請求_仮登録完了」画面が表示されます。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。

※請求完了後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」における請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。必ず

発生記録（債務者請求）メニュー画面の請求状況一覧、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。
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基本情報入力

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意

振出日（電子記録年月日）を含む３銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

債権発生請求（債務者）

債務者（代金を支払う側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

また、債権者として、債務者請求された債権の取消請求が可能です。

取消

債務者として発生させたでんさいの取消を行う場合は、振出日（電子記録年月日）前日までに取消が可能です。

債権者として債務者請求された債権の取消請求を行う場合は、振出日（電子記録年月日）を含む５営業日以内、かつ、支払

期日の３営業日前まで取消請求が可能です。
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2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債務者請求］ボタンをクリックしてください。 

3 「発生記録（債務者請求）メニュー」画面が表示されます。

［取消］ボタンをクリックしてください。 
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4 「発生記録（債務者）取消請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、発生取消請求対象請求一覧から対象

の取引の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

ボタンは、発生記録請求の予約期間中に、利用者変更、名義変更、利用者承継等で、債権に記録されている口座

情報が請求時と変更された場合に表示されます。
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5 「発生記録（債務者）取消請求仮登録」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 
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6 「発生記録（債務者）取消請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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7 「発生記録（債務者）取消請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※取消は承認者の承認が完了することで成立します。
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債権発生請求（債権者）

債権者（代金を受取る側）としてでんさいの発生・取消を請求します。 

※債権者請求は、債権者側、債務者側の双方が債権者請求を利用可能である必要があります。

承諾依頼通知日から振出日（電子記録年月日）の５営業日後（電子記録年月日の振出日当日含む）までの間に相手方から

の承諾回答が必要です。 

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債権者側、債務者側の双方

が債権者請求を利用可能である必要があります。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。
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概要
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債権発生請求（債権者）

債権者（代金を受取る側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

ただし、承認依頼通知日から振出日（電子記録年月日）の５営業日後（電子記録年月日の振出日当日含む）までの間に相手

方からの承諾回答が必要です。

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債権者側、債務者側の双方

が債権者請求を利用可能である必要があります。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（1件）

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、相手方に債権発生の承諾を依頼し

ます。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。
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2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債権者請求］ボタンをクリックしてください。 

3 「発生記録（債権者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 
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4 「発生記録（債権者）請求仮登録」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、発生記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックし

てください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

■基本情報について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

■債権者情報（請求者情報）について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、債権者に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。
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5 「発生記録（債権者）請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「発生記録（債権者）請求仮登録完了」画面が表示されます。 

［取引先登録へ］ボタンをクリックし、取引先を登録することができます。取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照くだ

さい。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
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発生記録情報

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

債権金額（円）／

支払金額（円）
半角数字（10） 必須

1円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

入力例＝「1234567890」

支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須

振出日（電子記録年月日）を含む７銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」

振出日

（電子記録年月日） 
（YYYY/MM/DD） 必須

当日から1ヵ月後まで指定が可能です。

入力例＝「2019/10/09」 

譲渡制限有無 － 必須
ラジオボタンにて選択してください。

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融機関に限定します。
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債権発生請求（債権者）

債権者（代金を受取る側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

ただし、承認依頼通知日から振出日（電子記録年月日）の５営業日後（電子記録年月日の振出日当日含む）までの間に相手

方からの承諾回答が必要です。

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債権者側、債務者側の双方

が債権者請求を利用可能である必要があります。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（複数件）

担当者は債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一括して（まとめて）発生記録請求を行うことが

できます。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、相手方に債権発生の承諾を依頼し

ます。

債権発生請求の一回の上限数は、500件です。

入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登録の再開が可能です。

なお、一時保存の上限件数は、1担当者あたり10件です。 

請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求が可能です。過去のデータを流用する場合は、必要に応じて

決済口座や振出日を変更することが可能です。

過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとなって返却された記録請求につ

いても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修

正し、再登録・再請求を行うことが可能です。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債権者請求］ボタンをクリックしてください。 

個別に明細を入力

直接入力、または取引先選択により1件単位で入力する方法です。
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3 「発生記録（債権者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再開］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を再開します。

［削除］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を削除します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。
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4 「発生記録（債権者）請求_決済口座入力」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）／振出日を入力し、［次へ］ボタンをクリックしてください。 

5 「発生記録（債権者）請求_入力方法選択」画面が表示されます。

［個別に明細を入力］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）／振出日について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※振出日（電子記録年月日）について、複数発生の記録請求時は、1請求（仮登録・承認の単位）ごとに1つの振出日

を設定します。
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6 「発生記録（債権者）請求_明細入力」画面が表示されます。

発生記録請求情報明細入力を入力のうえ、取引先登録を選択し、［確定して明細一覧へ］ボタンをクリックしてください。 

■発生記録請求情報明細入力について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

■債権者情報（請求先情報）について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、債権者に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。

■取引先登録について

＜直接入力した取引先を登録する場合＞

「取引先へ登録」チェックボックスにチェックを入れてください。 

［続けて入力］ボタンをクリックすると、入力内容を明細一覧へ反映し、続けて次の明細を入力できます。

［続けて入力］ボタンによる連続入力を1回以上繰り返した場合のみ、［中断して明細一覧へ］ボタンが［戻る］ボタンの代

わりに表示されます。
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7 「発生記録（債権者）請求_明細一覧」画面が表示されます。

請求明細一覧を入力・確認し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

「債権金額（円）」が未入力または0円の明細を削除して仮登録する場合、「金額未設定明細を削除する」チェックボックス

にチェックを入れてください。

［決済口座／振出日の変更］ボタンをクリックすると、次画面にて決済口座／振出日を変更します。

［支払期日一括変更］ボタンをクリックすると、次画面にて全明細の支払期日を一括で変更します。

［明細追加］ボタンをクリックすると、次画面にて入力方法を選択した上で請求明細を追加します。

［修正］ボタンをクリックすると、次画面にて明細を修正します。

「削除」チェックボックスにチェックを入れ、［削除］ボタンをクリックすると、選択された請求明細を削除します。

［一時保存］ボタンをクリックすると、入力した明細を一時的に保存します。
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8 「発生記録（債権者）請求_仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックし

てください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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9 「発生記録（債権者）請求_仮登録完了」画面が表示されます。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
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発生記録請求情報明細入力

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

債権金額（円）／

支払金額（円）
半角数字（10） 必須

1円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

入力例＝「1234567890」 

支払期日 （YYYY/MM/DD） 必須

振出日（電子記録年月日）を含む７銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」

請求者Ref.No. 半角英数字（40） 任意

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄として、注文書

番号や請求書番号の入力が可能です。

英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ入力可能です。 

譲渡制限有無 － 必須
ラジオボタンにて選択してください。

「譲渡制限有無」が「有」の場合、債権の譲渡先を金融機関に限定します。

金融機関コード 半角数字（4） 必須 入力例＝「9876」

支店コード 半角数字（3） 必須 入力例＝「987」

口座種別 － 必須 ラジオボタンにて選択してください。

口座番号 半角数字（7） 必須 入力例＝「9876543」

取引先登録名 全角文字(60) 任意 入力例＝「株式会社　電子記録債権」

手数料 － 必須
ラジオボタンにて選択する。

「先方負担（指定金額）」を選択した場合は、手数料の金額を入力する。
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債権発生請求（債権者）

債権者（代金を受取る側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

ただし、承認依頼通知日から振出日（電子記録年月日）の５営業日後（電子記録年月日の振出日当日含む）までの間に相手

方からの承諾回答が必要です。

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債権者側、債務者側の双方

が債権者請求を利用可能である必要があります。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数発生記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（複数件）

担当者は債権発生請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一括して（まとめて）発生記録請求を行うことが

できます。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、相手方に債権発生の承諾を依頼し

ます。

債権発生請求の一回の上限数は、500件です。

入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登録の再開が可能です。

なお、一時保存の上限件数は、1担当者あたり10件です。 

請求状況一覧より、過去に登録した請求データを選択し、請求が可能です。過去のデータを流用する場合は、必要に応じて

決済口座や振出日を変更することが可能です。

過去のデータについては、でんさいネットにて正常に処理された記録請求のほか、エラーとなって返却された記録請求につ

いても流用することが可能です。エラーとなった記録請求を流用する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修

正し、再登録・再請求を行うことが可能です。

振出日（電子記録年月日）は、当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は予約請求

となり、入力した日付が発生日となります。
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1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債権者請求］ボタンをクリックしてください。 

取引先一覧から選択

取引先一覧より登録済みの取引先情報を請求先として指定し、一度に複数件入力する方法です。
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3 「発生記録（債権者請求）メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再開］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を再開します。

［削除］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を削除します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。
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4 「発生記録（債権者）請求_決済口座入力」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）／振出日を入力し、［次へ］ボタンをクリックしてください。 

5 「発生記録（債権者）請求_入力方法選択」画面が表示されます。

［取引先一覧から選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）／振出日について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※振出日（電子記録年月日）について、複数発生の記録請求時は、1請求（仮登録・承認の単位）ごとに1つの振出日

を設定します。
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6 「発生記録（債権者）請求_取引先選択」画面が表示されます。

取引先一覧から対象の取引先を選択のうえ、支払期日を入力し、［明細一覧へ反映］ボタンをクリックしてください。 

■基本情報入力について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

※各明細に支払期日を一括で設定する場合は、基本情報入力の「支払期日」を入力してください。明細単位に個別に

支払期日を設定する場合は、「発生記録（債権者）請求_明細一覧」画面にて設定してください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

各明細の譲渡制限有無は一律で「無」を設定します。譲渡制限有無を「有」に変更する場合は、「発生記録（債権者）請求_

明細一覧」画面より［修正］ボタンをクリックして遷移した「発生記録（債権者）請求_明細入力」画面にて、変更してくださ

い。
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7 「発生記録（債権者）請求_明細一覧」画面が表示されます。

請求明細一覧を入力・確認し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

「債権金額（円）」が未入力または0円の明細を削除して仮登録する場合、「金額未設定明細を削除する」チェックボックス

にチェックを入れてください。

［決済口座／振出日の変更］ボタンをクリックすると、次画面にて決済口座／振出日を変更します。

［支払期日一括変更］ボタンをクリックすると、次画面にて全明細の支払期日を一括で変更します。

［明細追加］ボタンをクリックすると、次画面にて入力方法を選択した上で請求明細を追加します。

［修正］ボタンをクリックすると、次画面にて明細を修正します。

「削除」チェックボックスにチェックを入れ、［削除］ボタンをクリックすると、選択された請求明細を削除します。

［一時保存］ボタンをクリックすると、入力した明細を一時的に保存します。
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8 「発生記録（債権者）請求_仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックし

てください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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9 「発生記録（債権者）請求_仮登録完了」画面が表示されます。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
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基本情報入力

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

支払期日 （YYYY/MM/DD） 任意

振出日（電子記録年月日）を含む７銀行営業日目の翌日から10年後の応

答日まで指定が可能です。

支払期日が非銀行営業日の場合は翌営業日が支払期日となります。

入力例＝「2019/10/09」

205 / 318 ページ



1 トップ画面の［債権発生請求］タブをクリックしてください。

債権発生請求（債権者）

債権者（代金を受取る側）としてでんさいの発生・取消を請求します。

ただし、承認依頼通知日から振出日（電子記録年月日）の５営業日後（電子記録年月日の振出日当日含む）までの間に相手

方からの承諾回答が必要です。

否認された場合または、上記期間内に相手方からの回答がない場合は無効となります。なお、債権者側、債務者側の双方

が債権者請求を利用可能である必要があります。

取消

債権者の発生債権は、予約請求かつ相手方からの回答がされていないものに限り、記録予定日前日までに取消が可能で

す。
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2 「債権発生請求メニュー」画面が表示されます。

［債権者請求］ボタンをクリックしてください。 

3 「発生記録（債権者請求）メニュー」画面が表示されます。

［取消］ボタンをクリックしてください。 

207 / 318 ページ



4 「発生記録（債権者）取消請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、発生取消請求対象請求一覧から対象

の取引の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

ボタンは、発生記録請求の予約期間中に、利用者変更、名義変更、利用者承継等で、債権に記録されている口座

情報が請求時と変更された場合に表示されます。
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5 「発生記録（債権者）取消請求仮登録」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 
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6 「発生記録（債権者）取消請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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7 「発生記録（債権者）取消請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※取消は承認者の承認が完了することで成立します。
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債権譲渡請求

債権を譲渡する場合、全額譲渡と債権を分割して行う一部譲渡が可能です。

譲渡記録請求は原則として、譲受人になる利用者を債権者とし、譲渡人を保証人とします。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数譲渡記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

概要
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1 トップ画面の［債権譲渡請求］タブをクリックしてください。

債権譲渡請求

債権を譲渡する場合、全額譲渡と債権を分割して行う一部譲渡が可能です。

譲渡記録請求は原則として、譲受人になる利用者を債権者とし、譲渡人を保証人とします。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数譲渡記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（1件）

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、譲渡記録請求が完了します。

譲渡日（電子記録年月日）は当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は、予約請求

となります。実際に債権が譲渡される日付は入力した譲渡日（電子記録年月日）となります。

未来日付の発生予定債権を譲渡予約することも可能です。なお、譲渡予約済の債権は発生取消ができません。
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2 「譲渡記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［引戻し］ボタンをクリックすると、過去に登録した未承認の請求データを引戻します。

［修正／削除］ボタンをクリックすると、未承認の請求データについて、修正、または削除を行います。
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3 「譲渡記録請求対象債権検索」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、譲渡記録対象債権一覧より対象債権の［選択］ボタンをクリックしてく

ださい。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

ボタンは、発生記録請求の予約期間中に、利用者変更、名義変更、利用者承継等で、債権に記録されている口座

情報が請求時と変更された場合に表示されます。
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4 「譲渡記録請求仮登録」画面が表示されます。

譲渡記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

■債権情報について

現在の債権情報を表示しています。

債権金額（円）は、予約済の譲渡金額が控除されておりませんので、ご注意ください。

■譲渡記録情報について

各入力項目については、こちらをご参照ください。
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5 「譲渡記録請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「譲渡記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

［取引先登録へ］ボタンをクリックし、取引先を登録することができます。取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照くだ

さい。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。
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譲渡記録情報

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

譲渡日

（電子記録年月日）
（YYYY/MM/DD） 必須

当日から1ヵ月後の応答日まで指定が可能です。

入力例＝「2019/10/09」

譲渡種別 － 必須 ラジオボタンにて選択してください。

譲渡指定金額（円） 半角数字（10） 任意

譲渡種別が「全額譲渡」の場合、譲渡指定金額の入力はできません。

譲渡種別が「一部譲渡」の場合、必須入力となります。

注意事項は以下のとおりです。 

①元金を超えての指定はできません。

②1回の一部譲渡における金額は1円以上となります。
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債権譲渡請求

債権を譲渡する場合、全額譲渡と債権を分割して行う一部譲渡が可能です。

譲渡記録請求は原則として、譲受人になる利用者を債権者とし、譲渡人を保証人とします。

画面上は、登録（1件）、登録（複数件）のいずれかが表示されます。

管理業務の『企業情報管理』にある「複数譲渡記録請求（画面入力）機能の利用」が「利用する」の場合、登録（複数件）のパ

ターンとなります。

登録（複数件）

担当者は債権譲渡請求メニュー画面から、複数債権の仮登録情報を入力し、一括して（まとめて）記録請求を行うことができ

ます。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで譲渡記録請求が完了します。

ただし、承認完了時点では、譲渡の成立は確定していません。承認完了後、譲渡記録メニュー画面の請求状況一覧、また

は通知情報一覧画面にて結果を確認してください。

1請求あたりの最大明細数は200件です。

入力中の請求明細は一時保存が可能です。また、一時保存した明細は請求状況一覧から、仮登録の再開が可能です。

なお、一時保存は、1担当者あたり10件の請求まで可能です。

請求状況一覧より、過去に最終承認完了後エラーとなった請求データを選択し、請求することが可能です。過去のデータを

流用する場合は、エラー情報を引継ぎますので、エラー箇所を修正のうえ、必要に応じて譲渡日を変更して再登録・再請求

を行うことが可能です。

譲渡日（電子記録年月日）は当日または未来日付を入力することができます。なお、未来日付を入力した場合は、予約請求

となります。実際に債権が譲渡される日付は入力した譲渡日（電子記録年月日）となります。

未来日付の発生予定債権を譲渡予約することも可能です。なお、譲渡予約済の債権は発生取消ができません。
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1 トップ画面の［債権譲渡請求］タブをクリックしてください。
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2 「譲渡記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

［再開］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を再開します。

［削除］ボタンをクリックすると、一時保存した明細の仮登録を削除します。

［再利用］ボタンをクリックすると、過去に登録した請求データを流用して請求を行います。

［引戻し］ボタンをクリックすると、過去に登録した未承認の請求データを引戻します。

［修正／削除］ボタンをクリックすると、未承認の請求データについて、修正、または削除を行います。
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3 「譲渡記録請求_対象債権検索」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、譲渡記録対象債権一覧より対象債権を確認後、［明細入力へ］ボタ

ンをクリックしてください。

■決済口座情報（請求者情報）／譲渡日について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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4 「譲渡記録請求_明細入力」画面が表示されます。

譲受人情報、債権情報を入力し、［確定して明細一覧へ］ボタンをクリックしてください。 
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■譲受人情報について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座

番号が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

［直接入力］ボタンをクリックし、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名を入力のうえ、

［明細入力へ反映］ボタンをクリックしてください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。

■債権情報入力について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

［次の譲受人へ］ボタンをクリックすると、入力内容を明細一覧へ反映し、続けて次の明細を入力できます。

［次の譲受人へ］ボタンによる連続入力を1回以上繰り返した場合のみ、［中断して明細一覧へ］ボタンが［戻る］ボタンの

代わりに表示されます。
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5 「譲渡記録請求_明細一覧」画面が表示されます。

請求明細一覧を入力・確認し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

［譲渡日の変更］ボタンをクリックすると、次画面にて譲渡日を変更します。

［譲受人追加］ボタンをクリックすると、次画面にて譲受人情報を追加します。

［修正］ボタンをクリックすると、次画面にて明細を修正します。

「削除」チェックボックスにチェックを入れ、［削除］ボタンをクリックすると、選択された請求明細を削除します。

［一時保存］ボタンをクリックすると、入力した明細を一時的に保存します。
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6 「譲渡記録請求_仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックし

てください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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7 「譲渡記録請求_仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。

※請求完了後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」における請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。必ず

譲渡記録メニュー画面の請求状況一覧、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。

229 / 318 ページ



債権情報入力

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

請求者Ref.No. 半角英数字（40） 任意

お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄として、注文書

番号や請求書番号の入力が可能です。

英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ入力可能です。 

譲渡種別 － 任意 ラジオボタンにて選択してください。

指定金額（円） 半角数字（10） 任意

譲渡種別が「全額譲渡」の場合、譲渡指定金額の入力はできません。

譲渡種別が「一部譲渡」の場合、必須入力となります。

注意事項は以下のとおりです。 

①元金を超えての指定はできません。

②1回の一部譲渡における金額は1円以上となります。
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1 トップ画面の［債権譲渡請求］タブをクリックしてください。

債権譲渡請求

債権を譲渡する場合、全額譲渡と債権を分割して行う一部譲渡が可能です。

譲渡記録請求は原則として、譲受人になる利用者を債権者とし、譲渡人を保証人とします。

取消

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、譲渡記録請求が完了します。

ただし、承認完了時点では、譲渡の成立は確定していません。承認完了後、譲渡記録メニュー画面の請求状況一覧、また

は通知情報一覧画面にて結果を確認してください。

譲渡人として、譲渡請求の発生記録を行った債権は、予約請求をしたものに限り、譲渡日前日までに取消が可能です。ただ

し、譲渡予約がされてしまっている場合は取消ができません。

譲受人として、譲渡請求された債権の取消請求を行う場合は、譲渡日を含む５営業日以内、かつ、支払期日の３営業日前ま

での間に取消請求をします。
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2 「譲渡記録メニュー」画面が表示されます。

［取消］ボタンをクリックしてください。 
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3 「譲渡記録取消請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、譲渡取消請求対象請求一覧から対象

債権の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象債権の詳細情報を別ウィンドウで表示します。

ボタンは、発生記録請求の予約期間中に、利用者変更、名義変更、利用者承継等で、債権に記録されている口座

情報が請求時と変更された場合に表示されます。
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4 「譲渡記録取消請求仮登録」画面が表示されます。

取消対象を選択のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

■取消対象について

譲渡の取消または保証のみの取消を選択してください。
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5 「譲渡記録取消請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「譲渡記録取消請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※取消は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［債権一括請求］タブをクリックしてください。

債権一括請求

一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。

一括請求が可能な記録請求は、発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。

登録

担当者は一括記録請求を行う共通フォーマット形式の固定長ファイルをアップロードし、仮登録を行います。

承認者が仮登録を承認することで、一括記録請求が完了します。

一括記録請求の一回の上限数は、1,000件です。

一括記録請求の各取引（予約取消も含む）は、承認完了時点では、記録請求の成立は確定していません。承認完了後、一

括記録結果一覧画面、または通知情報一覧画面にて結果を確認してください。
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2 「一括記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

3 「一括記録請求仮登録」画面が表示されます。

［ファイルの選択］ボタンをクリックのうえ、アップロードするファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックしてください。 
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4 承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

「取引先の法人名／個人事業者名を表示する。」にチェックを入れると、一括記録請求の明細に取引先の名前を表示しま

す。
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5 「一括記録請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の一括記録請求明細詳細を別ウィンドウで表示します。

すべての「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「一括記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は承認者の承認が完了することで成立します。

発生記録（債権者請求）については、承認者が承認し、相手側が承諾することで成立します。

※請求完了後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」における請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。必ず

一括記録結果一覧画面、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。
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1 トップ画面の［債権一括請求］タブをクリックしてください。

債権一括請求

一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。

一括請求が可能な記録請求は、発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。

結果一覧

登録したファイルの請求結果を照会することができます。
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2 「一括記録メニュー」画面が表示されます。

［結果一覧・予約取消］ボタンをクリックしてください。 
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3 「一括記録結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、一括記録結果一覧から対象の一括記録請求の［詳細］ボタンをク

リックしてください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の一括記録結果詳細を別ウィンドウで表示します。

通知情報一覧からも、一括記録請求の結果を確認することができます。

［登録］ボタンをクリックすると、エラーとなった一括記録について、エラー（連鎖）の明細のみ再請求することができます。

記録結果詳細ウィンドウで下記ボタンをクリックすると、ファイルをダウンロードすることができます。

ボタン名 ファイル 表示条件

［結果ファイルダウンロード］ボタン 請求結果ファイル 一括記録請求が正常の場合に表示されます。

［請求ファイルダウンロード］ボタン 請求ファイル
一括記録請求がエラーの場合に表示されます。

［エラーファイルダウンロード］ボタン エラーファイル
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1 トップ画面の［債権一括請求］タブをクリックしてください。

債権一括請求

一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。

一括請求が可能な記録請求は、発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。

予約取消

登録した一括請求ファイルの取消を行うことができます。
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2 「一括記録メニュー」画面が表示されます。

［結果一覧・予約取消］ボタンをクリックしてください。 

3 「一括記録結果一覧」画面が表示されます。

検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、一括記録結果一覧から対象結果の［取消］ボタンをクリックしてくださ

い。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の一括記録結果詳細を別ウィンドウで表示します。
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4 「一括記録予約取消請求仮登録」画面が表示されます。

取消対象を選択のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の一括記録請求明細詳細を別ウィンドウで表示します。

［登録］ボタンをクリックすると、エラーとなった一括記録について、エラー（連鎖）の明細のみ再請求することができます。
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5 「一括記録予約取消請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録依頼の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、取消の実行はできません。
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6 「一括記録予約取消請求仮登録依頼完了」画面が表示されます。 

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※取消は承認者の承認が完了することで成立します。

※請求完了後、「〈あしぎん〉でんさいサービス」における請求内容のチェックの結果、エラーとなる場合があります。必ず

一括記録結果一覧画面、または、通知情報一覧画面から請求結果を確認してください。

249 / 318 ページ



1 トップ画面の［債権一括請求］タブをクリックしてください。

債権一括請求

一括して（まとめて）記録請求を行うことができます。

一括請求が可能な記録請求は、発生記録（債務者請求）、発生記録（債権者請求）、譲渡記録（分割記録含む）です。

導入テスト

担当者は実際の一括記録請求とは別に、導入テストの位置づけとして、「〈あしぎん〉でんさいサービス」内でファイルの正当

性チェックを実施できます。
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2 「一括記録メニュー」画面が表示されます。

［テスト］ボタンをクリックしてください。 

3 「一括記録請求（導入テスト）」画面が表示されます。

［ファイルの選択］ボタンをクリックのうえ、アップロードするファイルを選択し、［開く］ボタンをクリックしてください。 

「取引先の法人名／個人事業者名を表示する。」にチェックを入れると、一括記録請求の明細に取引先の名前を表示しま

す。
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4 ［テストの実行］ボタンをクリックし、確認ダイアログの［OK］ボタンをクリックしてください。 

5 「一括記録請求（導入テスト）完了」画面が表示されます。 

［詳細］ボタンをクリックすると、対象の一括記録請求明細詳細を別ウィンドウで表示します。

※一括記録請求の導入テストでは、仮登録は実施されませんので、承認者による承認／差戻しは不要です。

必要に応じて一括記録請求の『登録』を行ってください。
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融資申込

「割引」または「譲渡担保」の申込を行うことができます。

融資申込の状況を照会することも可能です。

概要
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1 トップ画面の［融資申込］タブをクリックしてください。

融資申込

「割引」または「譲渡担保」の申込を行うことができます。

融資申込の状況を照会することも可能です。

割引申込

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、「割引申込」または「譲渡担保申込」

が完了します。
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2 「融資申込メニュー」画面が表示されます。

［割引申込］ボタンをクリックしてください。 
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3 「融資申込対象債権検索」画面が表示されます。

申込基本情報、申込人情報（譲渡人）を入力のうえ、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、対象一覧から対象

の申込を選択し（複数選択可）、［仮登録へ］ボタンをクリックしてください。 
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■申込基本情報について

希望日は、下記1かつ2の範囲で入力可能です。

1. 当日の２営業日後から３０営業日後まで

2. 申込債権の支払期日の５営業日以前

■申込人情報（譲渡人）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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4 「融資申込仮登録」画面が表示されます。

譲渡形態・資金使途を選択のうえ、譲渡形態で「分割譲渡」を選択した場合は、申込金額を入力してください。

承認者情報を選択のうえ、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

■申込基本情報について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

申込金額は、譲渡形態で「分割譲渡」を選択した場合、１円以上で入力してください。

258 / 318 ページ



5 「融資申込仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「融資申込仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※割引申込は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［融資申込］タブをクリックしてください。

融資申込

「割引」または「譲渡担保」の申込を行うことができます。

融資申込の状況を照会することも可能です。

譲渡担保申込

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、「割引申込」または「譲渡担保申込」

が完了します。
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2 「融資申込メニュー」画面が表示されます。

［譲渡担保申込］ボタンをクリックしてください。 
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3 「融資申込対象債権検索」画面が表示されます。

申込基本情報、申込人情報（譲渡人）を入力のうえ、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、対象一覧から対象

の申込を選択し（複数選択可）、［仮登録へ］ボタンをクリックしてください。 
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■申込基本情報について

希望日は、下記1かつ2の範囲で入力可能です。

1. 当日の２営業日後から３０営業日後まで

2. 申込債権の支払期日の５営業日以前

■申込人情報（譲渡人）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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4 「融資申込仮登録」画面が表示されます。

譲渡形態・資金使途を選択のうえ、譲渡形態で「分割譲渡」を選択した場合は、申込金額を入力してください。

承認者情報を選択のうえ、［仮登録の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

■申込基本情報について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

申込金額は、譲渡形態で「分割譲渡」を選択した場合、１円以上で入力してください。
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5 「融資申込仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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6 「融資申込仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※譲渡担保申込は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［融資申込］タブをクリックしてください。

融資申込

「割引」または「譲渡担保」の申込を行うことができます。

融資申込の状況を照会することも可能です。

照会
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2 「融資申込メニュー」画面が表示されます。

［照会］ボタンをクリックしてください。 
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3 「融資申込状況検索」画面が表示されます。

申込人情報（譲渡人）を入力のうえ、検索条件を入力し、［検索］ボタンをクリック後、対象一覧にて、融資申込状況をご

参照ください。 
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■申込人情報（譲渡人）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

■債権の状況パターン

債権の状態（申込受付） 照会可能期間

申込済 

【以下のいずれかを満たす場合】 

1. 融資申込を実施した債権に対し、当

行での審査が完了していない状態

2. 融資審査の予約取消機能利用有無

で「予約取消機能を利用する」選択

時、金融機関の融資審査（承諾）の予

約が完了し、譲渡予約日に譲渡予約

不成立となった状態

3. 金融機関の融資審査（承諾）の当日

請求（または予約請求）が完了し、当

日中にエラーとなった状態（予約取消

機能の利用有無に関わらず）

申込完了後から92日後（暦上日）まで可能 

譲渡手続中 

1. 金融機関の承諾が完了し、譲渡が確

定するまでの状態

金融機関の手続き（承諾もしくは謝絶）完了後から92日後（暦上日）まで

可能

案内済 

【以下のいずれかを満たす場合】 

1. 金融機関にて謝絶が完了した状態

2. 譲渡確定後の５営業日以内かつ支払

期日の３営業日前までの譲渡取消を

行った状態

3. 融資審査の予約取消機能利用有無

で「予約取消機能を利用しない」選択

時、金融機関の融資審査（承諾）の予

約が完了し、譲渡予約請求に対する

譲渡予約取消を行った状態

4. 融資審査の予約取消機能利用有無

で「予約取消機能を利用しない」選択

時、金融機関の融資審査（承諾）の予

約が完了し、譲渡予約日に譲渡予約

不成立となった状態

譲渡済 

【融資申込した債権の譲渡が完了した状

態】 
譲渡確定後から92日後（暦上日）まで可能
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1 トップ画面の［承認待ち一覧］ボタンをクリックしてください。

承認・差戻し

担当者の仮登録に対して、承認または差戻しを行います。

最終承認者が承認を行うことで、取引の請求が完了します。（一次承認者が承認を行っただけでは、取引の請求は行いませ

ん。）

承認者はでんさいネットでエラーが発生した場合、差戻しを行う必要があります。

※承認を行う際、承認パスワードが必要となります。

※一括記録予約取消請求における承認者の操作は、承認／削除となります。差戻しは操作できませんのでご注意ください。

承認・差戻し

承認
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2 「承認待ち一覧」画面が表示されます。

承認待ち一覧から対象の承認待ちの［選択］ボタンをクリックしてください。 

■債権の状況パターン

承認状況 現在の処理者 条件

未承認

（一次承認待ち）
一次承認者 未承認（一次承認待ち）状態の取引

未承認

（最終承認待ち）
最終承認者 未承認（最終承認待ち）状態の取引

未承認（受付） 最終承認者 未承認（受付）状態の取引

未承認（差戻し） 担当者 未承認（差戻し）状態の取引

未承認（引戻し） 担当者 未承認（引戻し）状態の取引

未承認（エラー） 最終承認者 未承認（エラー）状態の取引

承認済み - 承認済み状態の取引

結果不明 - 結果不明状態の取引
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3 「承認待ち」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認パスワードを入力し、［承認の実行］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債務者）請求承認待ち画面です）

過去に類似の取引があった場合、「内容を確認して承認します」チェックボックスが表示される場合があります。内容をご

確認のうえ、チェックボックスにチェックを入れてください。チェックをされていない場合、承認できません。

承認パスワードは6～12桁で入力してください。
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4 「承認完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債務者）請求承認完了画面です）

仮登録を行った担当者と承認を行った承認者に、登録結果を通知します。また、ダブル承認の場合は、一次承認の完了

後、最終承認者へ依頼通知が送信されます。
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1 トップ画面の［承認待ち一覧］ボタンをクリックしてください。

承認・差戻し

担当者の仮登録に対して、承認または差戻しを行います。

最終承認者が承認を行うことで、取引の請求が完了します。（一次承認者が承認を行っただけでは、取引の請求は行いませ

ん。）

承認者はでんさいネットでエラーが発生した場合、差戻しを行う必要があります。

※承認を行う際、承認パスワードが必要となります。

承認・差戻し

差戻し
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2 「承認待ち一覧」画面が表示されます。

承認待ち一覧から差戻しを行う取引の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■債権の状況パターン

承認状況 現在の処理者 条件

未承認

（一次承認待ち）
一次承認者 未承認（一次承認待ち）状態の取引

未承認

（最終承認待ち）
最終承認者 未承認（最終承認待ち）状態の取引

未承認（受付） 最終承認者 未承認（受付）状態の取引

未承認（差戻し） 担当者 未承認（差戻し）状態の取引

未承認（引戻し） 担当者 未承認（引戻し）状態の取引

未承認（エラー） 最終承認者 未承認（エラー）状態の取引

承認済み - 承認済み状態の取引

結果不明 - 結果不明状態の取引

277 / 318 ページ



3 「承認待ち」画面が表示されます。

［差戻しの実行］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債務者）請求承認待ち画面です）

差戻しをすると、担当者により仮登録情報を修正または削除できます。
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4 「差戻し完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債務者）請求差戻し完了画面です）

仮登録を行った担当者に、差戻し結果を通知します。

※ダブル承認（順序なし）の場合は、もう一方の承認者にも差戻し結果を通知します。
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1 トップ画面の［差戻し中一覧］ボタンをクリックしてください。

承認・差戻し

担当者の仮登録に対して、承認または差戻しを行います。

最終承認者が承認を行うことで、取引の請求が完了します。（一次承認者が承認を行っただけでは、取引の請求は行いませ

ん。）

承認者はでんさいネットでエラーが発生した場合、差戻しを行う必要があります。

※承認を行う際、承認パスワードが必要となります。

差戻し後の修正・削除

担当者は、承認者により取引が差戻しされた場合は、内容を修正して再度仮登録、または削除を行います。

仮登録の修正・削除は、最初の仮登録を行った担当者と異なる場合でも可能です。
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2 「差戻し中一覧」画面が表示されます。

差戻し中一覧から対象の取引先の［修正］または［削除］ボタンをクリックしてください。 

※削除ボタンについて

承諾対象業務*における相手方の承諾依頼に対する、被請求側の承諾依頼の仮登録を承認者が差戻した場合、差戻

しされた請求の削除ボタンは非活性となり、削除をすることができなくなります。

*：債権発生請求（債権者請求）・変更記録・保証記録・支払等記録（支払を行ったことによる記録請求）が、承諾対象

業務に該当します。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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3 「仮登録修正」画面が表示されます。

修正内容を入力のうえ、承認者情報を選択し、［修正内容の確認へ］ボタンをクリックしてください。 

仮登録内容を修正する場合

（画面は発生記録（債務者）請求仮登録修正画面です）
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4 「仮登録修正確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［修正の実行］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債務者）請求仮登録修正確認画面です）

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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5 「仮登録修正完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債務者）請求仮登録修正完了画面です）

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※修正は承認者の承認が完了することで成立します。
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3 「仮登録削除確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の削除］ボタンをクリックしてください。 

仮登録内容を削除する場合

（画面は発生記録（債務者）請求仮登録削除確認画面です）

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、削除の実行はできません。
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4 「仮登録削除完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債務者）請求仮登録削除完了画面です）
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1 トップ画面の［承諾待ち一覧］ボタンをクリックしてください。

承諾・否認

承諾が必要な申請がある場合、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。

承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求の成立となります。

否認を行った場合、請求は不成立となります。

承諾依頼通知の受領後から記録予定日の５営業日後（記録予定日当日含む）までの間に承諾を行うことができます。また、

請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認することもできます。

否認した場合、または否認も承認もせずに５営業日が経過した場合、請求は成立しません。

承諾が必要な請求は「債権発生請求（債権者請求）」「変更記録」「保証記録」「支払等記録（支払を行ったことによる記録請

求）」です。

承諾

承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで完了します。
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2 「承諾待ち一覧」画面が表示されます。

承諾待ち一覧から対象の承諾待ちの［選択］ボタンをクリックしてください。 
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3 「諾否回答仮登録」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、［承諾の確認へ（仮登録）］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債権者）請求諾否回答仮登録画面です）
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4 「承諾仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［承諾の実行（仮登録）］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債権者）請求承諾仮登録確認画面です）

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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5 「承諾仮登録完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債権者）請求承諾仮登録完了画面です）

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※承諾は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［承諾待ち一覧］ボタンをクリックしてください。

承諾・否認

承諾が必要な申請がある場合、被請求者あてに承諾依頼通知が通知されます。

承諾依頼に対して、承諾を行うことで請求の成立となります。

否認を行った場合、請求は不成立となります。

承諾依頼通知の受領後から記録予定日の５営業日後（記録予定日当日含む）までの間に承諾を行うことができます。また、

請求内容について異議がある場合は、同一期間内に否認することもできます。

否認した場合、または否認も承認もせずに５営業日が経過した場合、請求は成立しません。

承諾が必要な請求は「債権発生請求（債権者請求）」「変更記録」「保証記録」「支払等記録（支払を行ったことによる記録請

求）」です。

否認

承諾待ち一覧から、担当者が承諾仮登録や否認仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで完了します。
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2 「承諾待ち一覧」画面が表示されます。

承諾待ち一覧から否認を行う取引の［選択］ボタンをクリックしてください。 
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3 「諾否回答仮登録」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、承認者情報を選択し、［否認の確認へ（仮登録）］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債権者）請求諾否回答仮登録画面です）
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4 「否認仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［否認の実行（仮登録）］ボタンをクリックしてください。 

（画面は発生記録（債権者）請求否認仮登録確認画面です）

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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5 「否認仮登録完了」画面が表示されます。 

（画面は発生記録（債権者）請求否認仮登録完了画面です）

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※否認は承認者の承認が完了することで成立します。
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1 トップ画面の［その他請求］タブをクリックしてください。

変更記録請求

債権の削除／変更を行います。

「支払期日」、「債権金額」、「譲渡制限有無」を変更または、債権を削除する場合に変更記録請求を行います。変更記録請

求が可能なのは、（譲渡記録や保証記録等がない）発生記録のみのでんさいです。

変更記録請求は、対象債権の債権者、もしくは、債務者から請求が可能です。ただし、記録予定日の５営業日後（記録予定

日当日含む）までの間に相手方からの承諾回答が必要です。

否認された場合、または、５営業日以内に相手方からの回答がない場合は無効となります。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、相手方に自身が保有しているでんさ

いの承諾を依頼します。
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2 「その他請求メニュー」画面が表示されます。

［変更記録］ボタンをクリックしてください。 

3 「変更記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 
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4 「変更記録請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、変更記録対象債権一覧から、対象債

権の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「変更記録請求仮登録」画面が表示されます。

変更記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンを押してください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

■変更記録情報について

＜債権の削除をする場合＞

変更内容の「債権の削除」を選択してください。

変更対象項目、支払期日、債権金額、譲渡制限有無の入力は不要です。 

＜債権の変更をする場合＞ 

変更内容の「項目値の変更」を選択してください。

変更対象項目を選択し、選択した項目に変更後の値を入力してください。

また、変更原因を選択してください。変更原因を「その他（テキスト入力）」を選択した場合、変更原因を全角255文字

以内で入力してください。 
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6 「変更記録請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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7 「変更記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
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1 トップ画面の［その他請求］タブをクリックしてください。

保証記録請求

債権に対する保証記録（単独）を依頼します。

保有しているでんさいに保証人を追加することができます。ただし、記録予定日の５営業日後（記録予定日当日含む）までの

間に相手方からの承諾回答が必要です。

否認された場合、または、５営業日以内に相手方からの回答がない場合は無効となります。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。承認者が仮登録を承認することで、相手方に対象のでんさいの保証の

承諾を依頼します。

304 / 318 ページ



2 「その他請求メニュー」画面が表示されます。

［保証記録］ボタンをクリックしてください。 

3 「保証記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 
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4 「保証記録請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、保証記録対象債権一覧から、対象債

権の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表示

されます。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「保証記録請求仮登録」画面が表示されます。

保証記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンを押してください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

■保証記録情報について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、保証人に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。
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6 「保証記録請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。
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7 「保証記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

［取引先登録へ］ボタンをクリックし、取引先を登録することができます。取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照くだ

さい。

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立します。
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1 トップ画面の［その他請求］タブをクリックしてください。

支払等記録請求

金融機関での自動送金でなく、利用者間の支払等請求を登録します。

口座間送金決済（自動送金）以外の方法で弁済された場合、支払等記録請求を行うことができます。

支払等記録請求には、「支払を行ったことによる記録請求」と「支払を受けたことによる記録請求」があります。

担当者は必要な項目を入力し、仮登録を行います。「支払を行ったことによる記録請求」の場合、仮登録後、承認者が承認

し、相手方が承諾することで成立します。

「支払を受けたことによる記録請求」の場合、相手方の承諾回答は不要です。
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2 「その他請求メニュー」画面が表示されます。

［支払等記録］ボタンをクリックしてください。 

3 「支払等記録メニュー」画面が表示されます。

［登録］ボタンをクリックしてください。 

312 / 318 ページ



4 「支払等記録請求対象債権検索」画面が表示されます。

決済口座情報（請求者情報）、検索条件を入力のうえ、［検索］ボタンをクリックし、支払等記録対象債権一覧から対象債

権の［選択］ボタンをクリックしてください。 

■決済口座情報（請求者情報）について

・［決済口座選択］ボタンをクリックし、取引に利用する決済口座を選択すると、支店コード、口座種別、口座番号が表

示されます。

・請求者区分（支払等記録を請求する事由）を選択してください。

［詳細］ボタンをクリックすると、対象取引の詳細情報を別ウィンドウで表示します。
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5 「支払等記録請求仮登録」画面が表示されます。

支払等記録情報を入力のうえ、承認者情報を選択し、［仮登録の確認へ］ボタンを押してください。 
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■決済口座情報（請求者情報）について

請求者Ref.No.は、お客さまとお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。注文書番号や請求書番号の入

力が可能です。

必要に応じて入力してください。（半角英数字40文字以内。英字については大文字のみ、記号については　. ( ) -　のみ

入力可能です。）

■基本情報について

各入力項目については、こちらをご参照ください。

■支払者情報（請求先情報）について

＜取引先を登録している場合＞

［取引先選択］ボタンをクリックし、支払者に指定する取引先を選択すると、利用者番号、金融機関コード、支店コー

ド、口座種別、口座番号、取引先登録名（任意）が表示されます。 

＜取引先を登録していない場合＞ 

「直接入力」チェックボックスにチェックを入れ、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号、取引先登録名

（任意）を入力してください。 

※取引先を事前に登録しておくことで入力を省略できます。

取引先の登録方法は『取引先管理』をご参照ください。

※支払者情報（請求者情報）欄は、前画面で選択した請求者区分が「被支払者」の場合、支払者情報（請求先情報）が表

示され、「支払者」の場合、被支払者情報（請求先情報）が表示されます。
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6 「支払等記録請求仮登録確認」画面が表示されます。

内容をご確認のうえ、「内容を確認しました」にチェックを入れ、［仮登録の実行］ボタンをクリックしてください。 

「内容を確認しました」のチェックをされていない場合、仮登録の実行はできません。

316 / 318 ページ



7 「支払等記録請求仮登録完了」画面が表示されます。 

仮登録を実行したことで、請求番号が決定します。請求番号は、この請求を特定するための番号となりますのでご留意く

ださい。

仮登録の完了後、承認者へ承認依頼通知が送信されます。

承認者の手順については、『承認・差戻し』をご参照ください。

※請求は「支払を行ったことによる記録請求」の場合、仮登録後、承認者が承認し、相手方が承諾することで成立しま

す。

「支払を受けたことによる記録請求」の場合、仮登録後、承認者が承認を完了した時点で成立します。
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支払等記録情報

項目名 属性（桁数）
必須

任意
内容・入力例

支払日 （YYYY/MM/DD） 必須 入力例＝「2019/10/09」

支払金額（円） 半角数字（10） 必須

1円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

期日前弁済の場合は債務全額のみ可能です。

入力例＝「1234567890」

費用等（円） 半角数字（10） 任意

0円以上、99億9999万9999円以下で指定が可能です。

入力例＝「1234567890」 

【支払を行ったことによる記録請求の場合】 

「請求者区分」が「保証人として、債権の支払を行ったことによる記録請求」

を選択した場合、任意入力となります。 

【支払を受けたことによる記録請求の場合】 

「支払者情報」に債務者以外の情報を入力する場合、任意入力となります。 

債務消滅原因 全角文字（255） 必須 プルダウンにて選択してください。

正当な利益に係る

事由
－ 任意

ラジオボタンにて選択してください。

【支払を受けたことによる記録請求の場合】

「支払者情報」に第三者の情報を入力する場合のみ、必須入力となります。
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